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364 学 校 教 育 推 進 費 254,966 206,815 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 教 育 課) 国 41,489
事 業 名 金 額 内 容

手 3,705

繰 11,971 千円 中学・高校生対象のメール相談窓口の設置

㊀ 149,650 相談員数 ２名
自 殺 対 策 強 化 事 業 3,820

教職員を対象に自殺予防に特化した研修の実施

回数 ２回 参加者数 延べ198名

結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 児童生徒の抱える諸課題について、社会福祉関係機関と連携した支援を

実施するため、社会福祉士等を生活支援アドバイザーとして公立小・中
生活支援アドバイザー

14,109 学校及び県立高等学校へ派遣
派 遣 事 業

派遣学校数 小学校 68校 中学校 32校 高等学校 ３校

相談件数 1,569件

就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

キャリア教育・就労 千円 職場実習先の新規開拓を行うためキャリア教育コーディネーターを配置
3,457

支 援 等 充 実 事 業 高等養護学校 ２名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学校教育の充実 108,171千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 全県的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析するため、学力・学習

状況調査を実施

教 育 政 策 推 進 事 業 15,694 学 力 調 査 平成30年４月17日

学習状況調査 平成30年５月14日～６月29日のうち１日

対 象 小学４年生 11,202名 中学１年生 11,564名

いじめ対策推進事業 7,410 児童相談員として教職員経験者等を公立小学校に派遣 20名

家庭の教育力の向上を図るため、保護者相互のネットワーク構築の機会

を提供

不登校『ほっ』とネットの開催 平成30年７月21日
不登校の未然防止・

184 不登校児童生徒を対象とした調査を実施し、不登校の発生・解消要因等
早 期 対 応 事 業

を分析

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

不登校『ほっ』とネット参加者数（名） 113 77 106

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

362 事 務 局 費 1,393,675 1,351,244 【教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

教 育 委 員 会 国 1,456
区 分 小 学 校 （ 公 立 ） 中 学 校 （ 公 立 ） 高等学校（県立） 特 別 支 援 学 校

企 画 管 理 室 手 29,871
学 校 数 199校 103校 33校 10校

教 育 政 策 推 進 課 諸 4
生 徒 数 65,974名 31,775名 23,801名 1,604名

福 利 課 ㊀ 1,319,913
教 員 数 4,687名 2,589名 1,731名 969名

学 校 支 援 課
「平成30年度学校基本調査」

教 職 員 課
すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,875千円

学 校 教 育 課

人権・地域教育課 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高等学校における教育環境及び内容の充実を図るため、「県立高等

学校適正化実施計画」を策定

県立高等学校適正化 新設学科に関わる他都道府県先進校の教育内容を視察
1,504

推 進 事 業 「魅力と活力あるこれからの高校づくり」リーフレットを作成し、県内

中学校１・２年生に配付するとともに、各都市校園長会や中学校長等へ

の説明会を実施

奈良教育大学など県内６大学と連携し、教育養成に資する講座を開催

次世代教員養成事業 371 講座開催 ５回

受 講 生 高校２年生 75名

364 教 職 員 人 事 管 理 費 214,229 193,130 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

福 利 課 国 1,455
事 業 名 金 額 内 容

教 職 員 課 手 3,582

財 10 千円 教職員の働き方改革のための取組を実施

諸 247 教職員の働き方改革講演会の開催 １回 受講者数 286名
教職員の働き方改革

㊀ 187,836 1,455 香芝市において業務改善のための実践研究を実施
推 進 事 業

県立学校へのカウンセラー派遣を通じた教員のメンタルヘルス対策の

実施

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 複数市町村における教員等の共同設置

へき地学校教員の共同設置に対し補助
南 部 地 域 に お け る

3,545 補助率 教員の設置にかかる経費の1／2以内
へき地教育振興事業

補助先 黒滝村（天川村と教員１名共同設置）

上北山村（川上村、東吉野村と教員１名共同設置）

教 育 費
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364 学 校 教 育 推 進 費 254,966 206,815 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 教 育 課) 国 41,489
事 業 名 金 額 内 容

手 3,705

繰 11,971 千円 中学・高校生対象のメール相談窓口の設置

㊀ 149,650 相談員数 ２名
自 殺 対 策 強 化 事 業 3,820

教職員を対象に自殺予防に特化した研修の実施

回数 ２回 参加者数 延べ198名

結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 児童生徒の抱える諸課題について、社会福祉関係機関と連携した支援を

実施するため、社会福祉士等を生活支援アドバイザーとして公立小・中
生活支援アドバイザー

14,109 学校及び県立高等学校へ派遣
派 遣 事 業

派遣学校数 小学校 68校 中学校 32校 高等学校 ３校

相談件数 1,569件

就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

キャリア教育・就労 千円 職場実習先の新規開拓を行うためキャリア教育コーディネーターを配置
3,457

支 援 等 充 実 事 業 高等養護学校 ２名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学校教育の充実 108,171千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 全県的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析するため、学力・学習

状況調査を実施

教 育 政 策 推 進 事 業 15,694 学 力 調 査 平成30年４月17日

学習状況調査 平成30年５月14日～６月29日のうち１日

対 象 小学４年生 11,202名 中学１年生 11,564名

いじめ対策推進事業 7,410 児童相談員として教職員経験者等を公立小学校に派遣 20名

家庭の教育力の向上を図るため、保護者相互のネットワーク構築の機会

を提供

不登校『ほっ』とネットの開催 平成30年７月21日
不登校の未然防止・

184 不登校児童生徒を対象とした調査を実施し、不登校の発生・解消要因等
早 期 対 応 事 業

を分析

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

不登校『ほっ』とネット参加者数（名） 113 77 106

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

362 事 務 局 費 1,393,675 1,351,244 【教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

教 育 委 員 会 国 1,456
区 分 小 学 校 （ 公 立 ） 中 学 校 （ 公 立 ） 高等学校（県立） 特 別 支 援 学 校

企 画 管 理 室 手 29,871
学 校 数 199校 103校 33校 10校

教 育 政 策 推 進 課 諸 4
生 徒 数 65,974名 31,775名 23,801名 1,604名

福 利 課 ㊀ 1,319,913
教 員 数 4,687名 2,589名 1,731名 969名

学 校 支 援 課
「平成30年度学校基本調査」

教 職 員 課
すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,875千円

学 校 教 育 課

人権・地域教育課 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高等学校における教育環境及び内容の充実を図るため、「県立高等

学校適正化実施計画」を策定

県立高等学校適正化 新設学科に関わる他都道府県先進校の教育内容を視察
1,504

推 進 事 業 「魅力と活力あるこれからの高校づくり」リーフレットを作成し、県内

中学校１・２年生に配付するとともに、各都市校園長会や中学校長等へ

の説明会を実施

奈良教育大学など県内６大学と連携し、教育養成に資する講座を開催

次世代教員養成事業 371 講座開催 ５回

受 講 生 高校２年生 75名

364 教 職 員 人 事 管 理 費 214,229 193,130 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

福 利 課 国 1,455
事 業 名 金 額 内 容

教 職 員 課 手 3,582

財 10 千円 教職員の働き方改革のための取組を実施

諸 247 教職員の働き方改革講演会の開催 １回 受講者数 286名
教職員の働き方改革

㊀ 187,836 1,455 香芝市において業務改善のための実践研究を実施
推 進 事 業

県立学校へのカウンセラー派遣を通じた教員のメンタルヘルス対策の

実施

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 複数市町村における教員等の共同設置

へき地学校教員の共同設置に対し補助
南 部 地 域 に お け る

3,545 補助率 教員の設置にかかる経費の1／2以内
へき地教育振興事業

補助先 黒滝村（天川村と教員１名共同設置）

上北山村（川上村、東吉野村と教員１名共同設置）
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364 学 校 教 育 推 進 費 254,966 206,815 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 教 育 課) 国 41,489
事 業 名 金 額 内 容

手 3,705

繰 11,971 千円 中学・高校生対象のメール相談窓口の設置

㊀ 149,650 相談員数 ２名
自 殺 対 策 強 化 事 業 3,820

教職員を対象に自殺予防に特化した研修の実施

回数 ２回 参加者数 延べ198名

結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 児童生徒の抱える諸課題について、社会福祉関係機関と連携した支援を

実施するため、社会福祉士等を生活支援アドバイザーとして公立小・中
生活支援アドバイザー

14,109 学校及び県立高等学校へ派遣
派 遣 事 業

派遣学校数 小学校 68校 中学校 32校 高等学校 ３校

相談件数 1,569件

就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

キャリア教育・就労 千円 職場実習先の新規開拓を行うためキャリア教育コーディネーターを配置
3,457

支 援 等 充 実 事 業 高等養護学校 ２名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学校教育の充実 108,171千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 全県的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析するため、学力・学習

状況調査を実施

教 育 政 策 推 進 事 業 15,694 学 力 調 査 平成30年４月17日

学習状況調査 平成30年５月14日～６月29日のうち１日

対 象 小学４年生 11,202名 中学１年生 11,564名

いじめ対策推進事業 7,410 児童相談員として教職員経験者等を公立小学校に派遣 20名

家庭の教育力の向上を図るため、保護者相互のネットワーク構築の機会

を提供

不登校『ほっ』とネットの開催 平成30年７月21日
不登校の未然防止・

184 不登校児童生徒を対象とした調査を実施し、不登校の発生・解消要因等
早 期 対 応 事 業

を分析

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

不登校『ほっ』とネット参加者数（名） 113 77 106

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

362 事 務 局 費 1,393,675 1,351,244 【教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

教 育 委 員 会 国 1,456
区 分 小 学 校 （ 公 立 ） 中 学 校 （ 公 立 ） 高等学校（県立） 特 別 支 援 学 校

企 画 管 理 室 手 29,871
学 校 数 199校 103校 33校 10校

教 育 政 策 推 進 課 諸 4
生 徒 数 65,974名 31,775名 23,801名 1,604名

福 利 課 ㊀ 1,319,913
教 員 数 4,687名 2,589名 1,731名 969名

学 校 支 援 課
「平成30年度学校基本調査」

教 職 員 課
すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,875千円

学 校 教 育 課

人権・地域教育課 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高等学校における教育環境及び内容の充実を図るため、「県立高等

学校適正化実施計画」を策定

県立高等学校適正化 新設学科に関わる他都道府県先進校の教育内容を視察
1,504

推 進 事 業 「魅力と活力あるこれからの高校づくり」リーフレットを作成し、県内

中学校１・２年生に配付するとともに、各都市校園長会や中学校長等へ

の説明会を実施

奈良教育大学など県内６大学と連携し、教育養成に資する講座を開催

次世代教員養成事業 371 講座開催 ５回

受 講 生 高校２年生 75名

364 教 職 員 人 事 管 理 費 214,229 193,130 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

福 利 課 国 1,455
事 業 名 金 額 内 容

教 職 員 課 手 3,582

財 10 千円 教職員の働き方改革のための取組を実施

諸 247 教職員の働き方改革講演会の開催 １回 受講者数 286名
教職員の働き方改革

㊀ 187,836 1,455 香芝市において業務改善のための実践研究を実施
推 進 事 業

県立学校へのカウンセラー派遣を通じた教員のメンタルヘルス対策の

実施

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 複数市町村における教員等の共同設置

へき地学校教員の共同設置に対し補助
南 部 地 域 に お け る

3,545 補助率 教員の設置にかかる経費の1／2以内
へき地教育振興事業

補助先 黒滝村（天川村と教員１名共同設置）

上北山村（川上村、東吉野村と教員１名共同設置）

教 育 費
－176－

364 学 校 教 育 推 進 費 254,966 206,815 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 教 育 課) 国 41,489
事 業 名 金 額 内 容

手 3,705

繰 11,971 千円 中学・高校生対象のメール相談窓口の設置

㊀ 149,650 相談員数 ２名
自 殺 対 策 強 化 事 業 3,820

教職員を対象に自殺予防に特化した研修の実施

回数 ２回 参加者数 延べ198名

結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 児童生徒の抱える諸課題について、社会福祉関係機関と連携した支援を

実施するため、社会福祉士等を生活支援アドバイザーとして公立小・中
生活支援アドバイザー

14,109 学校及び県立高等学校へ派遣
派 遣 事 業

派遣学校数 小学校 68校 中学校 32校 高等学校 ３校

相談件数 1,569件

就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

キャリア教育・就労 千円 職場実習先の新規開拓を行うためキャリア教育コーディネーターを配置
3,457

支 援 等 充 実 事 業 高等養護学校 ２名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学校教育の充実 108,171千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 全県的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析するため、学力・学習

状況調査を実施

教 育 政 策 推 進 事 業 15,694 学 力 調 査 平成30年４月17日

学習状況調査 平成30年５月14日～６月29日のうち１日

対 象 小学４年生 11,202名 中学１年生 11,564名

いじめ対策推進事業 7,410 児童相談員として教職員経験者等を公立小学校に派遣 20名

家庭の教育力の向上を図るため、保護者相互のネットワーク構築の機会

を提供

不登校『ほっ』とネットの開催 平成30年７月21日
不登校の未然防止・

184 不登校児童生徒を対象とした調査を実施し、不登校の発生・解消要因等
早 期 対 応 事 業

を分析

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

不登校『ほっ』とネット参加者数（名） 113 77 106

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

362 事 務 局 費 1,393,675 1,351,244 【教育の充実に関する参考指標】
(平成30年５月１日現在)

教 育 委 員 会 国 1,456
区 分 小 学 校 （ 公 立 ） 中 学 校 （ 公 立 ） 高等学校（県立） 特 別 支 援 学 校

企 画 管 理 室 手 29,871
学 校 数 199校 103校 33校 10校

教 育 政 策 推 進 課 諸 4
生 徒 数 65,974名 31,775名 23,801名 1,604名

福 利 課 ㊀ 1,319,913
教 員 数 4,687名 2,589名 1,731名 969名

学 校 支 援 課
「平成30年度学校基本調査」

教 職 員 課
すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,875千円

学 校 教 育 課

人権・地域教育課 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高等学校における教育環境及び内容の充実を図るため、「県立高等

学校適正化実施計画」を策定

県立高等学校適正化 新設学科に関わる他都道府県先進校の教育内容を視察
1,504

推 進 事 業 「魅力と活力あるこれからの高校づくり」リーフレットを作成し、県内

中学校１・２年生に配付するとともに、各都市校園長会や中学校長等へ

の説明会を実施

奈良教育大学など県内６大学と連携し、教育養成に資する講座を開催

次世代教員養成事業 371 講座開催 ５回

受 講 生 高校２年生 75名

364 教 職 員 人 事 管 理 費 214,229 193,130 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

福 利 課 国 1,455
事 業 名 金 額 内 容

教 職 員 課 手 3,582

財 10 千円 教職員の働き方改革のための取組を実施

諸 247 教職員の働き方改革講演会の開催 １回 受講者数 286名
教職員の働き方改革

㊀ 187,836 1,455 香芝市において業務改善のための実践研究を実施
推 進 事 業

県立学校へのカウンセラー派遣を通じた教員のメンタルヘルス対策の

実施

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 複数市町村における教員等の共同設置

へき地学校教員の共同設置に対し補助
南 部 地 域 に お け る

3,545 補助率 教員の設置にかかる経費の1／2以内
へき地教育振興事業

補助先 黒滝村（天川村と教員１名共同設置）

上北山村（川上村、東吉野村と教員１名共同設置）

－177－



東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 等 支 援 事 業 199

学用品費等 補助率10／10
（ 学 用 品 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

通学費 補助率1／4

遠 距 離 児 童 ・ 生 徒 山添村、高取町、明日香村、下市町、野迫川村、十津川村、東吉野村
7,149

通 学 費 補 助 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象町村数（町村） 6 7 7

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 本県の歴史文化資源等に直接触れる学習活動を通して、郷土奈良に誇り
郷土学習の充実事業 607

をもてる子どもを育成するために、「郷土学習の手引」を作成

366 人 権 教 育 推 進 費 31,836 27,096 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 516
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 26,580
千円 経済的困難な環境にある子ども等が安心して集い、学習できる場所を地

域で増やすため、市町村と連携して学び場づくりや活動の充実を行う団
「子どもの学び場」

116 体に対し補助
づ く り 支 援 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象団体数（団体） 7 3 2

366 地 域 教 育 推 進 費 65,454 54,564 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 22,069 地域ぐるみの教育 46,928千円

㊀ 32,495
事 業 名 金 額 内 容

千円 地域で子どもを育て、規範意識・社会性の向上、子どもの貧困対策等に

資するため、保護者・地域住民と「学校コミュニティ協議会」を組織し、

課題解決に向けた取組を推進する市町村に対し補助
学校・地域パートナー

40,902 学校・地域パートナーシップ事業実施市町村数 32市町村
シ ッ プ 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

学校・地域パートナーシップ事業実施数

（カ所） 228 229 230

聴覚障害のある保護者とのコミュニケーションを図るため、県立学校の

県 立 学 校 に お け る 学校行事に手話通訳者を派遣
147

手 話 通 訳 派 遣 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

手話通訳者派遣回数（回） － 14 44

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 学校の教育相談体制の強化を図り、いじめや不登校等多様化する課題の

背景にある児童生徒の悩みを受け止め、心理的安定を促すため、スクー
スクールカウンセラー

61,172 ルカウンセラーを配置
等 の 配 置 促 進 事 業

配置校数 中学校 103校 高等学校 33校

相談件数 10,478件

学校や地域・保護者・教育関係者等が、参画・協働し、「命の尊さ」を

実感するとともに、規範意識や社会性を育む体験活動を実施

「 い の ち の 教 育 」 日時 平成30年10月27日・28日
331

展 開 事 業 場所 うだ・アニマルパーク

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加人数（名） 4,070 350 3,620

県内の小・中・高等学校の教員を対象に、エネルギーや発電の仕組みに

Ｅ Ｓ Ｄ 推 進 かかる研修を実施 ３回
2,398

プ ロ グ ラ ム 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

事業実施校数（校） 3 3 2

小学生を対象とした森林環境体験学習を実施

吉野高校・十津川高校における技術者の育成

森 林 環 境 教 育 初任者等を対象とした教員研修を実施 ２回

推 進 事 業 11,971 理科の学力向上を図るための教員を対象とした実技研修を実施 ５回

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

森林体験学習を実施している小学校の学級

数（学級） 415 402 407

県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上

のための研修を実施 ５回

外国語指導力向上事業 1,330 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

英語授業の半分以上を英語で行う英語担当

高校教員の割合（％） 49.6 49.5 50.0

新学習指導要領の全面実施に向け、全ての小・中学校、特別支援学校の

教員に周知を図るため、市町村教育委員会・学校等に対する説明会を実
新学習指導要領に対応

333 施
した教育の充実事業

説明会の開催 ４回

小学校教科等指導資料を作成

教 育 費
－178－

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 等 支 援 事 業 199

学用品費等 補助率10／10
（ 学 用 品 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

通学費 補助率1／4

遠 距 離 児 童 ・ 生 徒 山添村、高取町、明日香村、下市町、野迫川村、十津川村、東吉野村
7,149

通 学 費 補 助 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象町村数（町村） 6 7 7

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 本県の歴史文化資源等に直接触れる学習活動を通して、郷土奈良に誇り
郷土学習の充実事業 607

をもてる子どもを育成するために、「郷土学習の手引」を作成

366 人 権 教 育 推 進 費 31,836 27,096 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 516
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 26,580
千円 経済的困難な環境にある子ども等が安心して集い、学習できる場所を地

域で増やすため、市町村と連携して学び場づくりや活動の充実を行う団
「子どもの学び場」

116 体に対し補助
づ く り 支 援 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象団体数（団体） 7 3 2

366 地 域 教 育 推 進 費 65,454 54,564 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 22,069 地域ぐるみの教育 46,928千円

㊀ 32,495
事 業 名 金 額 内 容

千円 地域で子どもを育て、規範意識・社会性の向上、子どもの貧困対策等に

資するため、保護者・地域住民と「学校コミュニティ協議会」を組織し、

課題解決に向けた取組を推進する市町村に対し補助
学校・地域パートナー

40,902 学校・地域パートナーシップ事業実施市町村数 32市町村
シ ッ プ 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

学校・地域パートナーシップ事業実施数

（カ所） 228 229 230

聴覚障害のある保護者とのコミュニケーションを図るため、県立学校の

県 立 学 校 に お け る 学校行事に手話通訳者を派遣
147

手 話 通 訳 派 遣 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

手話通訳者派遣回数（回） － 14 44

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 学校の教育相談体制の強化を図り、いじめや不登校等多様化する課題の

背景にある児童生徒の悩みを受け止め、心理的安定を促すため、スクー
スクールカウンセラー

61,172 ルカウンセラーを配置
等 の 配 置 促 進 事 業

配置校数 中学校 103校 高等学校 33校

相談件数 10,478件

学校や地域・保護者・教育関係者等が、参画・協働し、「命の尊さ」を

実感するとともに、規範意識や社会性を育む体験活動を実施

「 い の ち の 教 育 」 日時 平成30年10月27日・28日
331

展 開 事 業 場所 うだ・アニマルパーク

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加人数（名） 4,070 350 3,620

県内の小・中・高等学校の教員を対象に、エネルギーや発電の仕組みに

Ｅ Ｓ Ｄ 推 進 かかる研修を実施 ３回
2,398

プ ロ グ ラ ム 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

事業実施校数（校） 3 3 2

小学生を対象とした森林環境体験学習を実施

吉野高校・十津川高校における技術者の育成

森 林 環 境 教 育 初任者等を対象とした教員研修を実施 ２回

推 進 事 業 11,971 理科の学力向上を図るための教員を対象とした実技研修を実施 ５回

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

森林体験学習を実施している小学校の学級

数（学級） 415 402 407

県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上

のための研修を実施 ５回

外国語指導力向上事業 1,330 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

英語授業の半分以上を英語で行う英語担当

高校教員の割合（％） 49.6 49.5 50.0

新学習指導要領の全面実施に向け、全ての小・中学校、特別支援学校の

教員に周知を図るため、市町村教育委員会・学校等に対する説明会を実
新学習指導要領に対応

333 施
した教育の充実事業

説明会の開催 ４回

小学校教科等指導資料を作成

－179－



東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 等 支 援 事 業 199

学用品費等 補助率10／10
（ 学 用 品 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

通学費 補助率1／4

遠 距 離 児 童 ・ 生 徒 山添村、高取町、明日香村、下市町、野迫川村、十津川村、東吉野村
7,149

通 学 費 補 助 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象町村数（町村） 6 7 7

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 本県の歴史文化資源等に直接触れる学習活動を通して、郷土奈良に誇り
郷土学習の充実事業 607

をもてる子どもを育成するために、「郷土学習の手引」を作成

366 人 権 教 育 推 進 費 31,836 27,096 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 516
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 26,580
千円 経済的困難な環境にある子ども等が安心して集い、学習できる場所を地

域で増やすため、市町村と連携して学び場づくりや活動の充実を行う団
「子どもの学び場」

116 体に対し補助
づ く り 支 援 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象団体数（団体） 7 3 2

366 地 域 教 育 推 進 費 65,454 54,564 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 22,069 地域ぐるみの教育 46,928千円

㊀ 32,495
事 業 名 金 額 内 容

千円 地域で子どもを育て、規範意識・社会性の向上、子どもの貧困対策等に

資するため、保護者・地域住民と「学校コミュニティ協議会」を組織し、

課題解決に向けた取組を推進する市町村に対し補助
学校・地域パートナー

40,902 学校・地域パートナーシップ事業実施市町村数 32市町村
シ ッ プ 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

学校・地域パートナーシップ事業実施数

（カ所） 228 229 230

聴覚障害のある保護者とのコミュニケーションを図るため、県立学校の

県 立 学 校 に お け る 学校行事に手話通訳者を派遣
147

手 話 通 訳 派 遣 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

手話通訳者派遣回数（回） － 14 44

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 学校の教育相談体制の強化を図り、いじめや不登校等多様化する課題の

背景にある児童生徒の悩みを受け止め、心理的安定を促すため、スクー
スクールカウンセラー

61,172 ルカウンセラーを配置
等 の 配 置 促 進 事 業

配置校数 中学校 103校 高等学校 33校

相談件数 10,478件

学校や地域・保護者・教育関係者等が、参画・協働し、「命の尊さ」を

実感するとともに、規範意識や社会性を育む体験活動を実施

「 い の ち の 教 育 」 日時 平成30年10月27日・28日
331

展 開 事 業 場所 うだ・アニマルパーク

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加人数（名） 4,070 350 3,620

県内の小・中・高等学校の教員を対象に、エネルギーや発電の仕組みに

Ｅ Ｓ Ｄ 推 進 かかる研修を実施 ３回
2,398

プ ロ グ ラ ム 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

事業実施校数（校） 3 3 2

小学生を対象とした森林環境体験学習を実施

吉野高校・十津川高校における技術者の育成

森 林 環 境 教 育 初任者等を対象とした教員研修を実施 ２回

推 進 事 業 11,971 理科の学力向上を図るための教員を対象とした実技研修を実施 ５回

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

森林体験学習を実施している小学校の学級

数（学級） 415 402 407

県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上

のための研修を実施 ５回

外国語指導力向上事業 1,330 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

英語授業の半分以上を英語で行う英語担当

高校教員の割合（％） 49.6 49.5 50.0

新学習指導要領の全面実施に向け、全ての小・中学校、特別支援学校の

教員に周知を図るため、市町村教育委員会・学校等に対する説明会を実
新学習指導要領に対応

333 施
した教育の充実事業

説明会の開催 ４回

小学校教科等指導資料を作成

教 育 費
－178－

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 等 支 援 事 業 199

学用品費等 補助率10／10
（ 学 用 品 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

通学費 補助率1／4

遠 距 離 児 童 ・ 生 徒 山添村、高取町、明日香村、下市町、野迫川村、十津川村、東吉野村
7,149

通 学 費 補 助 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象町村数（町村） 6 7 7

質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 本県の歴史文化資源等に直接触れる学習活動を通して、郷土奈良に誇り
郷土学習の充実事業 607

をもてる子どもを育成するために、「郷土学習の手引」を作成

366 人 権 教 育 推 進 費 31,836 27,096 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 516
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 26,580
千円 経済的困難な環境にある子ども等が安心して集い、学習できる場所を地

域で増やすため、市町村と連携して学び場づくりや活動の充実を行う団
「子どもの学び場」

116 体に対し補助
づ く り 支 援 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象団体数（団体） 7 3 2

366 地 域 教 育 推 進 費 65,454 54,564 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(人権・地域教育課) 国 22,069 地域ぐるみの教育 46,928千円

㊀ 32,495
事 業 名 金 額 内 容

千円 地域で子どもを育て、規範意識・社会性の向上、子どもの貧困対策等に

資するため、保護者・地域住民と「学校コミュニティ協議会」を組織し、

課題解決に向けた取組を推進する市町村に対し補助
学校・地域パートナー

40,902 学校・地域パートナーシップ事業実施市町村数 32市町村
シ ッ プ 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

学校・地域パートナーシップ事業実施数

（カ所） 228 229 230

聴覚障害のある保護者とのコミュニケーションを図るため、県立学校の

県 立 学 校 に お け る 学校行事に手話通訳者を派遣
147

手 話 通 訳 派 遣 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

手話通訳者派遣回数（回） － 14 44

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 学校の教育相談体制の強化を図り、いじめや不登校等多様化する課題の

背景にある児童生徒の悩みを受け止め、心理的安定を促すため、スクー
スクールカウンセラー

61,172 ルカウンセラーを配置
等 の 配 置 促 進 事 業

配置校数 中学校 103校 高等学校 33校

相談件数 10,478件

学校や地域・保護者・教育関係者等が、参画・協働し、「命の尊さ」を

実感するとともに、規範意識や社会性を育む体験活動を実施

「 い の ち の 教 育 」 日時 平成30年10月27日・28日
331

展 開 事 業 場所 うだ・アニマルパーク

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イベント参加人数（名） 4,070 350 3,620

県内の小・中・高等学校の教員を対象に、エネルギーや発電の仕組みに

Ｅ Ｓ Ｄ 推 進 かかる研修を実施 ３回
2,398

プ ロ グ ラ ム 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

事業実施校数（校） 3 3 2

小学生を対象とした森林環境体験学習を実施

吉野高校・十津川高校における技術者の育成

森 林 環 境 教 育 初任者等を対象とした教員研修を実施 ２回

推 進 事 業 11,971 理科の学力向上を図るための教員を対象とした実技研修を実施 ５回

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

森林体験学習を実施している小学校の学級

数（学級） 415 402 407

県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上

のための研修を実施 ５回

外国語指導力向上事業 1,330 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

英語授業の半分以上を英語で行う英語担当

高校教員の割合（％） 49.6 49.5 50.0

新学習指導要領の全面実施に向け、全ての小・中学校、特別支援学校の

教員に周知を図るため、市町村教育委員会・学校等に対する説明会を実
新学習指導要領に対応

333 施
した教育の充実事業

説明会の開催 ４回

小学校教科等指導資料を作成

－179－



すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 学校教育、家庭教育の支援 5,819千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 子どもの基本的な生活習慣の向上、規範意識の芽生えを育成するため、

あいさつ、早寝、早起き、朝ごはん等の約束をチェックする「おやくそ

くシート」と「おやくそくシール」を配付し、家庭での取組を促進

ならっこの明日を育む 対象 県内の幼稚園・保育所・認定こども園に通う３歳児以上の子ど
2,003

家 庭 教 育 支 援 事 業 もとその保護者

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「おやくそくシート」に取り組んだ子ども

の数（名） 19,578 20,886 19,410

理科の観察・実験を充実させるため、観察・実験をサポートする支援員

を派遣

派遣地域（拠点校）

理 科 観 察 ・ 実 験 桜井市（安倍小学校）、五條市（牧野小学校）、
3,354

支 援 員 の 派 遣 宇陀市（榛原東小学校）、平群町（平群北小学校）、

斑鳩町（斑鳩小学校）、河合町（河合第一小学校）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

理科観察・実験支援員の拠点校数（校） 6 6 6

教員及び児童生徒の情報活用能力を向上させるため、カリキュラムマネ

ジメントやＩＣＴを活用した教育を推進するための研修を実施

カリキュラム・マネジメント研究推進校 香芝高校
次 世 代 教 育

462 ＩＣＴ活用教育エバンジェリストの育成
情 報 化 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＩＣＴ活用教育エバンジェリスト育成研修

受講者数（名） 19 32 43

370 教 職 員 費 39,436,691 39,424,834 ２ 学校教育の充実（小学校） 79,060千円

(教 職 員 課) 国 9,472,051
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 29,952,783

不登校の未然防止・ 千円 不登校児童に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,270

早 期 対 応 事 業 小学校 ４校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立学校の魅力創造、地域・社会に貢献する人材育成、地方創生の実現

を図るため、生徒が主体的に取り組む地域や地元企業等と協働する活動

県 立 学 校 に よ る を支援
2,814

地域との協働推進事業 実施県立学校数 高等学校 33校 特別支援学校 10校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

延べ参加生徒数（名） － 9,591 10,630

南部・東部地域の小・中学生が地域格差を受けずに教育活動の機会を得

られるよう、県内大学生を小・中学校に派遣し、児童・生徒の学習等支

県 内 大 学 生 に よ る 援を実施

学 習 等 支 援 事 業 派遣大学生 90名
2,522

（ 奈 良 女 子 大 学 生 大学生と町村教育委員会・学校との連絡調整等を行うコーディネーター

提 案 事 業 ） を設置

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大学生派遣先町村数（町村） － 4 8

県内公立学校におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

の導入を支援

アドバイザーの派遣

公立学校の管理職を対象とした研修会の開催
コミュニティ・スクール

543 奈良県コミュニティ・スクール連絡会の設置・運営
推 進 体 制 構 築 事 業

コミュニティ・スクール導入校数

小学校 25校 中学校 14校 高等学校 ５校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

小・中学校における導入率（％） 8.9 11.0 13.1

368 教 育 研 究 所 費 671,234 596,658 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

教 育 委 員 会 国 1,923
事 業 名 金 額 内 容

企 画 管 理 室 使 66

諸 2,276 千円 全ての保護者が安心して家庭教育を行えるよう、身近な地域において保

㊀ 592,393 護者への支援を行う家庭教育支援チームの設置や活動を促進
家庭教育支援チーム

777 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
構 築 支 援 事 業

文部科学省への｢家庭教育支援チーム｣総登

録数（チーム） － 4 6

教 育 費
－180－

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 学校教育、家庭教育の支援 5,819千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 子どもの基本的な生活習慣の向上、規範意識の芽生えを育成するため、

あいさつ、早寝、早起き、朝ごはん等の約束をチェックする「おやくそ

くシート」と「おやくそくシール」を配付し、家庭での取組を促進

ならっこの明日を育む 対象 県内の幼稚園・保育所・認定こども園に通う３歳児以上の子ど
2,003

家 庭 教 育 支 援 事 業 もとその保護者

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「おやくそくシート」に取り組んだ子ども

の数（名） 19,578 20,886 19,410

理科の観察・実験を充実させるため、観察・実験をサポートする支援員

を派遣

派遣地域（拠点校）

理 科 観 察 ・ 実 験 桜井市（安倍小学校）、五條市（牧野小学校）、
3,354

支 援 員 の 派 遣 宇陀市（榛原東小学校）、平群町（平群北小学校）、

斑鳩町（斑鳩小学校）、河合町（河合第一小学校）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

理科観察・実験支援員の拠点校数（校） 6 6 6

教員及び児童生徒の情報活用能力を向上させるため、カリキュラムマネ

ジメントやＩＣＴを活用した教育を推進するための研修を実施

カリキュラム・マネジメント研究推進校 香芝高校
次 世 代 教 育

462 ＩＣＴ活用教育エバンジェリストの育成
情 報 化 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＩＣＴ活用教育エバンジェリスト育成研修

受講者数（名） 19 32 43

370 教 職 員 費 39,436,691 39,424,834 ２ 学校教育の充実（小学校） 79,060千円

(教 職 員 課) 国 9,472,051
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 29,952,783

不登校の未然防止・ 千円 不登校児童に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,270

早 期 対 応 事 業 小学校 ４校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立学校の魅力創造、地域・社会に貢献する人材育成、地方創生の実現

を図るため、生徒が主体的に取り組む地域や地元企業等と協働する活動

県 立 学 校 に よ る を支援
2,814

地域との協働推進事業 実施県立学校数 高等学校 33校 特別支援学校 10校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

延べ参加生徒数（名） － 9,591 10,630

南部・東部地域の小・中学生が地域格差を受けずに教育活動の機会を得

られるよう、県内大学生を小・中学校に派遣し、児童・生徒の学習等支

県 内 大 学 生 に よ る 援を実施

学 習 等 支 援 事 業 派遣大学生 90名
2,522

（ 奈 良 女 子 大 学 生 大学生と町村教育委員会・学校との連絡調整等を行うコーディネーター

提 案 事 業 ） を設置

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大学生派遣先町村数（町村） － 4 8

県内公立学校におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

の導入を支援

アドバイザーの派遣

公立学校の管理職を対象とした研修会の開催
コミュニティ・スクール

543 奈良県コミュニティ・スクール連絡会の設置・運営
推 進 体 制 構 築 事 業

コミュニティ・スクール導入校数

小学校 25校 中学校 14校 高等学校 ５校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

小・中学校における導入率（％） 8.9 11.0 13.1

368 教 育 研 究 所 費 671,234 596,658 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

教 育 委 員 会 国 1,923
事 業 名 金 額 内 容

企 画 管 理 室 使 66

諸 2,276 千円 全ての保護者が安心して家庭教育を行えるよう、身近な地域において保

㊀ 592,393 護者への支援を行う家庭教育支援チームの設置や活動を促進
家庭教育支援チーム

777 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
構 築 支 援 事 業

文部科学省への｢家庭教育支援チーム｣総登

録数（チーム） － 4 6

－181－



すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 学校教育、家庭教育の支援 5,819千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 子どもの基本的な生活習慣の向上、規範意識の芽生えを育成するため、

あいさつ、早寝、早起き、朝ごはん等の約束をチェックする「おやくそ

くシート」と「おやくそくシール」を配付し、家庭での取組を促進

ならっこの明日を育む 対象 県内の幼稚園・保育所・認定こども園に通う３歳児以上の子ど
2,003

家 庭 教 育 支 援 事 業 もとその保護者

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「おやくそくシート」に取り組んだ子ども

の数（名） 19,578 20,886 19,410

理科の観察・実験を充実させるため、観察・実験をサポートする支援員

を派遣

派遣地域（拠点校）

理 科 観 察 ・ 実 験 桜井市（安倍小学校）、五條市（牧野小学校）、
3,354

支 援 員 の 派 遣 宇陀市（榛原東小学校）、平群町（平群北小学校）、

斑鳩町（斑鳩小学校）、河合町（河合第一小学校）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

理科観察・実験支援員の拠点校数（校） 6 6 6

教員及び児童生徒の情報活用能力を向上させるため、カリキュラムマネ

ジメントやＩＣＴを活用した教育を推進するための研修を実施

カリキュラム・マネジメント研究推進校 香芝高校
次 世 代 教 育

462 ＩＣＴ活用教育エバンジェリストの育成
情 報 化 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＩＣＴ活用教育エバンジェリスト育成研修

受講者数（名） 19 32 43

370 教 職 員 費 39,436,691 39,424,834 ２ 学校教育の充実（小学校） 79,060千円

(教 職 員 課) 国 9,472,051
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 29,952,783

不登校の未然防止・ 千円 不登校児童に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,270

早 期 対 応 事 業 小学校 ４校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立学校の魅力創造、地域・社会に貢献する人材育成、地方創生の実現

を図るため、生徒が主体的に取り組む地域や地元企業等と協働する活動

県 立 学 校 に よ る を支援
2,814

地域との協働推進事業 実施県立学校数 高等学校 33校 特別支援学校 10校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

延べ参加生徒数（名） － 9,591 10,630

南部・東部地域の小・中学生が地域格差を受けずに教育活動の機会を得

られるよう、県内大学生を小・中学校に派遣し、児童・生徒の学習等支

県 内 大 学 生 に よ る 援を実施

学 習 等 支 援 事 業 派遣大学生 90名
2,522

（ 奈 良 女 子 大 学 生 大学生と町村教育委員会・学校との連絡調整等を行うコーディネーター

提 案 事 業 ） を設置

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大学生派遣先町村数（町村） － 4 8

県内公立学校におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

の導入を支援

アドバイザーの派遣

公立学校の管理職を対象とした研修会の開催
コミュニティ・スクール

543 奈良県コミュニティ・スクール連絡会の設置・運営
推 進 体 制 構 築 事 業

コミュニティ・スクール導入校数

小学校 25校 中学校 14校 高等学校 ５校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

小・中学校における導入率（％） 8.9 11.0 13.1

368 教 育 研 究 所 費 671,234 596,658 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

教 育 委 員 会 国 1,923
事 業 名 金 額 内 容

企 画 管 理 室 使 66

諸 2,276 千円 全ての保護者が安心して家庭教育を行えるよう、身近な地域において保

㊀ 592,393 護者への支援を行う家庭教育支援チームの設置や活動を促進
家庭教育支援チーム

777 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
構 築 支 援 事 業

文部科学省への｢家庭教育支援チーム｣総登

録数（チーム） － 4 6

教 育 費
－180－

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 学校教育、家庭教育の支援 5,819千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 子どもの基本的な生活習慣の向上、規範意識の芽生えを育成するため、

あいさつ、早寝、早起き、朝ごはん等の約束をチェックする「おやくそ

くシート」と「おやくそくシール」を配付し、家庭での取組を促進

ならっこの明日を育む 対象 県内の幼稚園・保育所・認定こども園に通う３歳児以上の子ど
2,003

家 庭 教 育 支 援 事 業 もとその保護者

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

「おやくそくシート」に取り組んだ子ども

の数（名） 19,578 20,886 19,410

理科の観察・実験を充実させるため、観察・実験をサポートする支援員

を派遣

派遣地域（拠点校）

理 科 観 察 ・ 実 験 桜井市（安倍小学校）、五條市（牧野小学校）、
3,354

支 援 員 の 派 遣 宇陀市（榛原東小学校）、平群町（平群北小学校）、

斑鳩町（斑鳩小学校）、河合町（河合第一小学校）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

理科観察・実験支援員の拠点校数（校） 6 6 6

教員及び児童生徒の情報活用能力を向上させるため、カリキュラムマネ

ジメントやＩＣＴを活用した教育を推進するための研修を実施

カリキュラム・マネジメント研究推進校 香芝高校
次 世 代 教 育

462 ＩＣＴ活用教育エバンジェリストの育成
情 報 化 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ＩＣＴ活用教育エバンジェリスト育成研修

受講者数（名） 19 32 43

370 教 職 員 費 39,436,691 39,424,834 ２ 学校教育の充実（小学校） 79,060千円

(教 職 員 課) 国 9,472,051
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 29,952,783

不登校の未然防止・ 千円 不登校児童に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,270

早 期 対 応 事 業 小学校 ４校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 県立学校の魅力創造、地域・社会に貢献する人材育成、地方創生の実現

を図るため、生徒が主体的に取り組む地域や地元企業等と協働する活動

県 立 学 校 に よ る を支援
2,814

地域との協働推進事業 実施県立学校数 高等学校 33校 特別支援学校 10校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

延べ参加生徒数（名） － 9,591 10,630

南部・東部地域の小・中学生が地域格差を受けずに教育活動の機会を得

られるよう、県内大学生を小・中学校に派遣し、児童・生徒の学習等支

県 内 大 学 生 に よ る 援を実施

学 習 等 支 援 事 業 派遣大学生 90名
2,522

（ 奈 良 女 子 大 学 生 大学生と町村教育委員会・学校との連絡調整等を行うコーディネーター

提 案 事 業 ） を設置

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

大学生派遣先町村数（町村） － 4 8

県内公立学校におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

の導入を支援

アドバイザーの派遣

公立学校の管理職を対象とした研修会の開催
コミュニティ・スクール

543 奈良県コミュニティ・スクール連絡会の設置・運営
推 進 体 制 構 築 事 業

コミュニティ・スクール導入校数

小学校 25校 中学校 14校 高等学校 ５校

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

小・中学校における導入率（％） 8.9 11.0 13.1

368 教 育 研 究 所 費 671,234 596,658 結婚・子育ての支援、児童虐待防止、女性の活躍の促進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

教 育 委 員 会 国 1,923
事 業 名 金 額 内 容

企 画 管 理 室 使 66

諸 2,276 千円 全ての保護者が安心して家庭教育を行えるよう、身近な地域において保

㊀ 592,393 護者への支援を行う家庭教育支援チームの設置や活動を促進
家庭教育支援チーム

777 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
構 築 支 援 事 業

文部科学省への｢家庭教育支援チーム｣総登

録数（チーム） － 4 6

－181－



374 教 育 振 興 費 1,189,660 1,048,117 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 50,136千円

教 育 政 策 推 進 課 国 184,586
事 業 名 金 額 内 容

学 校 支 援 課 財 7,648

学 校 教 育 課 繰 1,704 千円 模擬株式会社等の運営を行う学校の指定 ３校

諸 99,415 キャリアプランナーの配置 ２名

㊀ 754,764 高校生キャリア教育 就職希望者をサポートするためのキャリア教育支援員の配置 ２名
6,852

総 合 支 援 事 業 離職原因に関するアンケート調査の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

インターンシップ実施率（％） 90 90 90

介護分野への多様な人材の参入を促進するため、福祉に関する科目等を

学ぶ生徒による研修等を実施
介護人材確保対策事業

1,705 実施校 二階堂高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、磯城野高校
[ 地 域 医 療 介 護 ]

研修会の実施 19回 体験教室の実施 ５回

フリーペーパーの作成 ６回 地域交流イベントへの参加 10回

地元企業と連携し、実践的な職業教育を充実する取組を実施

地域社会との連携を 包括連携協定に基づき無償貸与を受けるＤＭＧ森精機（株）の工業機

核 と し た 人 材 36,604 器を授業に活用

育 成 推 進 事 業 実施校 奈良朱雀高校、御所実業高校、王寺工業高校

工業機器活用に必要な整備を実施

職業教育を主とする専門学科の実習備品を整備
工 業 高 校 等 備 品

2,001 山 辺 高 校 トラクター
整 備 事 業

磯城野高校 高圧洗浄機

南部地域の振興に貢献する人材を育成するため、職業教育に必要な実習

南部地域における産業 備品を整備
2,974

連 携 教 育 支 援 事 業 吉 野 高 校 自動一面カンナ盤

十津川高校 木工作業機器

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 高等学校教育等の就学奨励 417,568千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 貸与者数 359名

国公立 （月額） 18,000円 （ 5,000円）

私 立 （月額） 30,000円 （17,000円）

修 学 支 援 奨 学 金 自宅外通学者加算 （月額） 5,000円 （ 5,000円）
95,202

の 貸 与 へき地加算 （月額） 12,000円 （ － ）

（ ）内は生活保護高等学校等就学費受給者にかかる貸与額

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

貸与者のうち高校課程修了者の割合（％） 93 93 93

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 複式学級編制基準の改善

１年生を含む場合

（法基準）８人／ｃｌ→（県単）６人／ｃｌ

複 式 学 級 編 制 その他の学年の場合
75,790

基 準 の 改 善 （法基準）16人／ｃｌ→（県単）14人／ｃｌ

とび複式学級の解消

全学年複式学級の解消

小学校 10校

370 教 職 員 費 23,292,048 23,276,515 ３ 学校教育の充実（中学校） 52,678千円

(教 職 員 課) 国 5,557,532
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 17,718,983

不登校の未然防止・ 千円 不登校生徒に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,643

早 期 対 応 事 業 中学校 ７校

複式学級の解消
複 式 学 級 編 制

39,490 （法基準）８人／ｃｌ→（県単）単式学級化
基 準 の 改 善

中学校 ５校

中学校における免許外教科担任の解消を図り、教育効果を上げるため、
免許外教科担任解消

9,545 非常勤講師を配置
非 常 勤 講 師 の 配 置

中学校 23校

372 高 等 学 校 管 理 費 3,112,002 2,980,499 ４ 高等学校等の就学支援

(学 校 支 援 課) 国 2,493,444
事 業 名 金 額 内 容

使 5,352

手 47,699 千円 公立高等学校において、教育にかかる経済的負担の軽減を行うため、授

財 2,483 業料相当額の高等学校等就学支援金を支給

諸 8,341 就学支援金受給者数（実人数） 22,272名
公 立 高 等 学 校 等

㊀ 423,180 2,493,454 全日制 （月 額） 9,900円
就 学 支 援 事 業

定時制 （月 額） 2,700円

定時制（単位制） （１単位） 1,740円

通信制 （１単位） 336円

教 育 費
－182－

374 教 育 振 興 費 1,189,660 1,048,117 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 50,136千円

教 育 政 策 推 進 課 国 184,586
事 業 名 金 額 内 容

学 校 支 援 課 財 7,648

学 校 教 育 課 繰 1,704 千円 模擬株式会社等の運営を行う学校の指定 ３校

諸 99,415 キャリアプランナーの配置 ２名

㊀ 754,764 高校生キャリア教育 就職希望者をサポートするためのキャリア教育支援員の配置 ２名
6,852

総 合 支 援 事 業 離職原因に関するアンケート調査の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

インターンシップ実施率（％） 90 90 90

介護分野への多様な人材の参入を促進するため、福祉に関する科目等を

学ぶ生徒による研修等を実施
介護人材確保対策事業

1,705 実施校 二階堂高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、磯城野高校
[ 地 域 医 療 介 護 ]

研修会の実施 19回 体験教室の実施 ５回

フリーペーパーの作成 ６回 地域交流イベントへの参加 10回

地元企業と連携し、実践的な職業教育を充実する取組を実施

地域社会との連携を 包括連携協定に基づき無償貸与を受けるＤＭＧ森精機（株）の工業機

核 と し た 人 材 36,604 器を授業に活用

育 成 推 進 事 業 実施校 奈良朱雀高校、御所実業高校、王寺工業高校

工業機器活用に必要な整備を実施

職業教育を主とする専門学科の実習備品を整備
工 業 高 校 等 備 品

2,001 山 辺 高 校 トラクター
整 備 事 業

磯城野高校 高圧洗浄機

南部地域の振興に貢献する人材を育成するため、職業教育に必要な実習

南部地域における産業 備品を整備
2,974

連 携 教 育 支 援 事 業 吉 野 高 校 自動一面カンナ盤

十津川高校 木工作業機器

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 高等学校教育等の就学奨励 417,568千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 貸与者数 359名

国公立 （月額） 18,000円 （ 5,000円）

私 立 （月額） 30,000円 （17,000円）

修 学 支 援 奨 学 金 自宅外通学者加算 （月額） 5,000円 （ 5,000円）
95,202

の 貸 与 へき地加算 （月額） 12,000円 （ － ）

（ ）内は生活保護高等学校等就学費受給者にかかる貸与額

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

貸与者のうち高校課程修了者の割合（％） 93 93 93

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 複式学級編制基準の改善

１年生を含む場合

（法基準）８人／ｃｌ→（県単）６人／ｃｌ

複 式 学 級 編 制 その他の学年の場合
75,790

基 準 の 改 善 （法基準）16人／ｃｌ→（県単）14人／ｃｌ

とび複式学級の解消

全学年複式学級の解消

小学校 10校

370 教 職 員 費 23,292,048 23,276,515 ３ 学校教育の充実（中学校） 52,678千円

(教 職 員 課) 国 5,557,532
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 17,718,983

不登校の未然防止・ 千円 不登校生徒に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,643

早 期 対 応 事 業 中学校 ７校

複式学級の解消
複 式 学 級 編 制

39,490 （法基準）８人／ｃｌ→（県単）単式学級化
基 準 の 改 善

中学校 ５校

中学校における免許外教科担任の解消を図り、教育効果を上げるため、
免許外教科担任解消

9,545 非常勤講師を配置
非 常 勤 講 師 の 配 置

中学校 23校

372 高 等 学 校 管 理 費 3,112,002 2,980,499 ４ 高等学校等の就学支援

(学 校 支 援 課) 国 2,493,444
事 業 名 金 額 内 容

使 5,352

手 47,699 千円 公立高等学校において、教育にかかる経済的負担の軽減を行うため、授

財 2,483 業料相当額の高等学校等就学支援金を支給

諸 8,341 就学支援金受給者数（実人数） 22,272名
公 立 高 等 学 校 等

㊀ 423,180 2,493,454 全日制 （月 額） 9,900円
就 学 支 援 事 業

定時制 （月 額） 2,700円

定時制（単位制） （１単位） 1,740円

通信制 （１単位） 336円

－183－



374 教 育 振 興 費 1,189,660 1,048,117 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 50,136千円

教 育 政 策 推 進 課 国 184,586
事 業 名 金 額 内 容

学 校 支 援 課 財 7,648

学 校 教 育 課 繰 1,704 千円 模擬株式会社等の運営を行う学校の指定 ３校

諸 99,415 キャリアプランナーの配置 ２名

㊀ 754,764 高校生キャリア教育 就職希望者をサポートするためのキャリア教育支援員の配置 ２名
6,852

総 合 支 援 事 業 離職原因に関するアンケート調査の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

インターンシップ実施率（％） 90 90 90

介護分野への多様な人材の参入を促進するため、福祉に関する科目等を

学ぶ生徒による研修等を実施
介護人材確保対策事業

1,705 実施校 二階堂高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、磯城野高校
[ 地 域 医 療 介 護 ]

研修会の実施 19回 体験教室の実施 ５回

フリーペーパーの作成 ６回 地域交流イベントへの参加 10回

地元企業と連携し、実践的な職業教育を充実する取組を実施

地域社会との連携を 包括連携協定に基づき無償貸与を受けるＤＭＧ森精機（株）の工業機

核 と し た 人 材 36,604 器を授業に活用

育 成 推 進 事 業 実施校 奈良朱雀高校、御所実業高校、王寺工業高校

工業機器活用に必要な整備を実施

職業教育を主とする専門学科の実習備品を整備
工 業 高 校 等 備 品

2,001 山 辺 高 校 トラクター
整 備 事 業

磯城野高校 高圧洗浄機

南部地域の振興に貢献する人材を育成するため、職業教育に必要な実習

南部地域における産業 備品を整備
2,974

連 携 教 育 支 援 事 業 吉 野 高 校 自動一面カンナ盤

十津川高校 木工作業機器

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 高等学校教育等の就学奨励 417,568千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 貸与者数 359名

国公立 （月額） 18,000円 （ 5,000円）

私 立 （月額） 30,000円 （17,000円）

修 学 支 援 奨 学 金 自宅外通学者加算 （月額） 5,000円 （ 5,000円）
95,202

の 貸 与 へき地加算 （月額） 12,000円 （ － ）

（ ）内は生活保護高等学校等就学費受給者にかかる貸与額

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

貸与者のうち高校課程修了者の割合（％） 93 93 93

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 複式学級編制基準の改善

１年生を含む場合

（法基準）８人／ｃｌ→（県単）６人／ｃｌ

複 式 学 級 編 制 その他の学年の場合
75,790

基 準 の 改 善 （法基準）16人／ｃｌ→（県単）14人／ｃｌ

とび複式学級の解消

全学年複式学級の解消

小学校 10校

370 教 職 員 費 23,292,048 23,276,515 ３ 学校教育の充実（中学校） 52,678千円

(教 職 員 課) 国 5,557,532
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 17,718,983

不登校の未然防止・ 千円 不登校生徒に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,643

早 期 対 応 事 業 中学校 ７校

複式学級の解消
複 式 学 級 編 制

39,490 （法基準）８人／ｃｌ→（県単）単式学級化
基 準 の 改 善

中学校 ５校

中学校における免許外教科担任の解消を図り、教育効果を上げるため、
免許外教科担任解消

9,545 非常勤講師を配置
非 常 勤 講 師 の 配 置

中学校 23校

372 高 等 学 校 管 理 費 3,112,002 2,980,499 ４ 高等学校等の就学支援

(学 校 支 援 課) 国 2,493,444
事 業 名 金 額 内 容

使 5,352

手 47,699 千円 公立高等学校において、教育にかかる経済的負担の軽減を行うため、授

財 2,483 業料相当額の高等学校等就学支援金を支給

諸 8,341 就学支援金受給者数（実人数） 22,272名
公 立 高 等 学 校 等

㊀ 423,180 2,493,454 全日制 （月 額） 9,900円
就 学 支 援 事 業

定時制 （月 額） 2,700円

定時制（単位制） （１単位） 1,740円

通信制 （１単位） 336円

教 育 費
－182－

374 教 育 振 興 費 1,189,660 1,048,117 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 50,136千円

教 育 政 策 推 進 課 国 184,586
事 業 名 金 額 内 容

学 校 支 援 課 財 7,648

学 校 教 育 課 繰 1,704 千円 模擬株式会社等の運営を行う学校の指定 ３校

諸 99,415 キャリアプランナーの配置 ２名

㊀ 754,764 高校生キャリア教育 就職希望者をサポートするためのキャリア教育支援員の配置 ２名
6,852

総 合 支 援 事 業 離職原因に関するアンケート調査の実施

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

インターンシップ実施率（％） 90 90 90

介護分野への多様な人材の参入を促進するため、福祉に関する科目等を

学ぶ生徒による研修等を実施
介護人材確保対策事業

1,705 実施校 二階堂高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、磯城野高校
[ 地 域 医 療 介 護 ]

研修会の実施 19回 体験教室の実施 ５回

フリーペーパーの作成 ６回 地域交流イベントへの参加 10回

地元企業と連携し、実践的な職業教育を充実する取組を実施

地域社会との連携を 包括連携協定に基づき無償貸与を受けるＤＭＧ森精機（株）の工業機

核 と し た 人 材 36,604 器を授業に活用

育 成 推 進 事 業 実施校 奈良朱雀高校、御所実業高校、王寺工業高校

工業機器活用に必要な整備を実施

職業教育を主とする専門学科の実習備品を整備
工 業 高 校 等 備 品

2,001 山 辺 高 校 トラクター
整 備 事 業

磯城野高校 高圧洗浄機

南部地域の振興に貢献する人材を育成するため、職業教育に必要な実習

南部地域における産業 備品を整備
2,974

連 携 教 育 支 援 事 業 吉 野 高 校 自動一面カンナ盤

十津川高校 木工作業機器

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 高等学校教育等の就学奨励 417,568千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 貸与者数 359名

国公立 （月額） 18,000円 （ 5,000円）

私 立 （月額） 30,000円 （17,000円）

修 学 支 援 奨 学 金 自宅外通学者加算 （月額） 5,000円 （ 5,000円）
95,202

の 貸 与 へき地加算 （月額） 12,000円 （ － ）

（ ）内は生活保護高等学校等就学費受給者にかかる貸与額

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

貸与者のうち高校課程修了者の割合（％） 93 93 93

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 複式学級編制基準の改善

１年生を含む場合

（法基準）８人／ｃｌ→（県単）６人／ｃｌ

複 式 学 級 編 制 その他の学年の場合
75,790

基 準 の 改 善 （法基準）16人／ｃｌ→（県単）14人／ｃｌ

とび複式学級の解消

全学年複式学級の解消

小学校 10校

370 教 職 員 費 23,292,048 23,276,515 ３ 学校教育の充実（中学校） 52,678千円

(教 職 員 課) 国 5,557,532
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 17,718,983

不登校の未然防止・ 千円 不登校生徒に適切な教育的支援を行うための非常勤講師の配置
3,643

早 期 対 応 事 業 中学校 ７校

複式学級の解消
複 式 学 級 編 制

39,490 （法基準）８人／ｃｌ→（県単）単式学級化
基 準 の 改 善

中学校 ５校

中学校における免許外教科担任の解消を図り、教育効果を上げるため、
免許外教科担任解消

9,545 非常勤講師を配置
非 常 勤 講 師 の 配 置

中学校 23校

372 高 等 学 校 管 理 費 3,112,002 2,980,499 ４ 高等学校等の就学支援

(学 校 支 援 課) 国 2,493,444
事 業 名 金 額 内 容

使 5,352

手 47,699 千円 公立高等学校において、教育にかかる経済的負担の軽減を行うため、授

財 2,483 業料相当額の高等学校等就学支援金を支給

諸 8,341 就学支援金受給者数（実人数） 22,272名
公 立 高 等 学 校 等

㊀ 423,180 2,493,454 全日制 （月 額） 9,900円
就 学 支 援 事 業

定時制 （月 額） 2,700円

定時制（単位制） （１単位） 1,740円

通信制 （１単位） 336円

－183－



すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］547,396千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高校の施設の改修等を実施
県 立 学 校 そ の 他

248,775 屋上防水工事 畝傍高校
整 備 事 業

非常用放送設備更新工事 法隆寺国際高校 ほか

空調設置工事 添上高校、御所実業高校、大和広陵高校

県 立 高 校 空 調 空調設置工事の設計 法隆寺国際高校外７校
298,621

設 備 設 置 事 業 県設置の既設空調設備に係る運転費用（電気料金） 二階堂高校外８校

育友会等設置空調に係るリース料、電気代等負担 高田高校外13校

378 特 別 支 援 学 校 管 理 費 515,098 503,932 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学 校 支 援 課 国 80,890
事 業 名 金 額 内 容

学 校 教 育 課 財 37

諸 545 千円 特別支援学校高等部の職業教育に必要な教材、備品等の整備

㊀ 422,460 特 別 支 援 学 校 職 業 農業用パイプハウスの整備 高等養護学校 ほか
3,119

教育等設備整備事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

教材、備品等の整備学校数（校） 10 10 10

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］193,141千円

事 業 名 金 額 内 容

特別支援学校過密解消 千円 特別支援学校の通学環境の適正化を図るための整備等
36,230

施 設 等 整 備 事 業 スクールバスの更新 西和養護学校

特別支援学校への就学の特殊事情に鑑み、保護者等の経済的負担を軽減

特 別 支 援 学 校 するため、就学に必要な経費に対し補助
156,911

児童生徒就学奨励費 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

受給者数（名） 1,577 1,543 1,567

378 特 別 支 援 学 校 建 設 費 147,811 75,899 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 2,814 18,530千円

越 20
事 業 名 金 額 内 容

起 26,000

㊀ 47,065 千円 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備にかかる機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

前年度繰越分 前年度繰越分 奈良西養護学校外４校
関 連 整 備 事 業 8,655

77,067 18,758 県立学校の避難所となる屋内運動場等にかかるトイレ洋式化等改修工事
（ 特 別 支 援 学 校 ）

当該年度分 当該年度分 奈良西養護学校外２校

70,744 57,141

特 別 支 援 学 校
建築基準法非適合ブロック塀の撤去等

ブ ロ ッ ク 塀 等 9,875
盲学校外３校

安 全 対 策 事 業

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 受給者数 3,557名

生活保護受給世帯 （年額） 32,300円
国 公 立 の 高 校 生 等

322,366 第１子の高校生がいる非課税世帯 （年額） 80,800円
奨学給付金支給事業

23歳未満の被扶養者の兄・姉がいて、

第２子以降の高校生等がいる非課税世帯 （年額） 129,700円

２ 学校教育の充実 447,525千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 国際的に通用する能力を持つ高校生を育成するため、畝傍高校でグロー

バル人材育成に向けた教育方法を研究

海外交流アドバイザーの配置 １名
奈 良 グ ロ ー バ ル

4,942 外部講師による授業 ８回
人 材 育 成 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考

える生徒の割合（％） 57 56 59

教員用校務端末の配備 県立学校 43校

生徒用端末の更新整備 奈良朱雀高校外７校
Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 環 境

442,583 統合型校務支援システムの導入 県立学校 43校
整 備 事 業

教員用校務系ネットワークについて、セキュリティ強化のためのシステ

ムを構築

376 高 等 学 校 建 設 費 2,248,111 1,919,363 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 21,885 1,085,184千円

越 49,143
事 業 名 金 額 内 容

起 573,900

㊀ 1,274,435 高 等 学 校 耐 震 化 等 千円 耐震・大規模改修工事 磯城野高校外３校
942,901

前年度繰越分 前年度繰越分 整 備 事 業 耐震改築設計のための調査 郡山高校外４校

153,745 83,350

当該年度分 当該年度分 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備に係る機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

2,094,366 1,836,013 郡山高校外６校
関 連 整 備 事 業 18,625

翌年度へ繰越 県立学校の避難所となる屋内運動場等に係るトイレの洋式化等改修工事
（ 高 等 学 校 ）

56,324 奈良朱雀高校外５校

高等学校ブロック塀 建築基準法非適合ブロック塀の撤去等
123,658

等 安 全 対 策 事 業 奈良朱雀高校外16校

教 育 費
－184－

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］547,396千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高校の施設の改修等を実施
県 立 学 校 そ の 他

248,775 屋上防水工事 畝傍高校
整 備 事 業

非常用放送設備更新工事 法隆寺国際高校 ほか

空調設置工事 添上高校、御所実業高校、大和広陵高校

県 立 高 校 空 調 空調設置工事の設計 法隆寺国際高校外７校
298,621

設 備 設 置 事 業 県設置の既設空調設備に係る運転費用（電気料金） 二階堂高校外８校

育友会等設置空調に係るリース料、電気代等負担 高田高校外13校

378 特 別 支 援 学 校 管 理 費 515,098 503,932 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学 校 支 援 課 国 80,890
事 業 名 金 額 内 容

学 校 教 育 課 財 37

諸 545 千円 特別支援学校高等部の職業教育に必要な教材、備品等の整備

㊀ 422,460 特 別 支 援 学 校 職 業 農業用パイプハウスの整備 高等養護学校 ほか
3,119

教育等設備整備事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

教材、備品等の整備学校数（校） 10 10 10

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］193,141千円

事 業 名 金 額 内 容

特別支援学校過密解消 千円 特別支援学校の通学環境の適正化を図るための整備等
36,230

施 設 等 整 備 事 業 スクールバスの更新 西和養護学校

特別支援学校への就学の特殊事情に鑑み、保護者等の経済的負担を軽減

特 別 支 援 学 校 するため、就学に必要な経費に対し補助
156,911

児童生徒就学奨励費 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

受給者数（名） 1,577 1,543 1,567

378 特 別 支 援 学 校 建 設 費 147,811 75,899 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 2,814 18,530千円

越 20
事 業 名 金 額 内 容

起 26,000

㊀ 47,065 千円 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備にかかる機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

前年度繰越分 前年度繰越分 奈良西養護学校外４校
関 連 整 備 事 業 8,655

77,067 18,758 県立学校の避難所となる屋内運動場等にかかるトイレ洋式化等改修工事
（ 特 別 支 援 学 校 ）

当該年度分 当該年度分 奈良西養護学校外２校

70,744 57,141

特 別 支 援 学 校
建築基準法非適合ブロック塀の撤去等

ブ ロ ッ ク 塀 等 9,875
盲学校外３校

安 全 対 策 事 業

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 受給者数 3,557名

生活保護受給世帯 （年額） 32,300円
国 公 立 の 高 校 生 等

322,366 第１子の高校生がいる非課税世帯 （年額） 80,800円
奨学給付金支給事業

23歳未満の被扶養者の兄・姉がいて、

第２子以降の高校生等がいる非課税世帯 （年額） 129,700円

２ 学校教育の充実 447,525千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 国際的に通用する能力を持つ高校生を育成するため、畝傍高校でグロー

バル人材育成に向けた教育方法を研究

海外交流アドバイザーの配置 １名
奈 良 グ ロ ー バ ル

4,942 外部講師による授業 ８回
人 材 育 成 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考

える生徒の割合（％） 57 56 59

教員用校務端末の配備 県立学校 43校

生徒用端末の更新整備 奈良朱雀高校外７校
Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 環 境

442,583 統合型校務支援システムの導入 県立学校 43校
整 備 事 業

教員用校務系ネットワークについて、セキュリティ強化のためのシステ

ムを構築

376 高 等 学 校 建 設 費 2,248,111 1,919,363 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 21,885 1,085,184千円

越 49,143
事 業 名 金 額 内 容

起 573,900

㊀ 1,274,435 高 等 学 校 耐 震 化 等 千円 耐震・大規模改修工事 磯城野高校外３校
942,901

前年度繰越分 前年度繰越分 整 備 事 業 耐震改築設計のための調査 郡山高校外４校

153,745 83,350

当該年度分 当該年度分 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備に係る機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

2,094,366 1,836,013 郡山高校外６校
関 連 整 備 事 業 18,625

翌年度へ繰越 県立学校の避難所となる屋内運動場等に係るトイレの洋式化等改修工事
（ 高 等 学 校 ）

56,324 奈良朱雀高校外５校

高等学校ブロック塀 建築基準法非適合ブロック塀の撤去等
123,658

等 安 全 対 策 事 業 奈良朱雀高校外16校

－185－



すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］547,396千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高校の施設の改修等を実施
県 立 学 校 そ の 他

248,775 屋上防水工事 畝傍高校
整 備 事 業

非常用放送設備更新工事 法隆寺国際高校 ほか

空調設置工事 添上高校、御所実業高校、大和広陵高校

県 立 高 校 空 調 空調設置工事の設計 法隆寺国際高校外７校
298,621

設 備 設 置 事 業 県設置の既設空調設備に係る運転費用（電気料金） 二階堂高校外８校

育友会等設置空調に係るリース料、電気代等負担 高田高校外13校

378 特 別 支 援 学 校 管 理 費 515,098 503,932 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学 校 支 援 課 国 80,890
事 業 名 金 額 内 容

学 校 教 育 課 財 37

諸 545 千円 特別支援学校高等部の職業教育に必要な教材、備品等の整備

㊀ 422,460 特 別 支 援 学 校 職 業 農業用パイプハウスの整備 高等養護学校 ほか
3,119

教育等設備整備事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

教材、備品等の整備学校数（校） 10 10 10

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］193,141千円

事 業 名 金 額 内 容

特別支援学校過密解消 千円 特別支援学校の通学環境の適正化を図るための整備等
36,230

施 設 等 整 備 事 業 スクールバスの更新 西和養護学校

特別支援学校への就学の特殊事情に鑑み、保護者等の経済的負担を軽減

特 別 支 援 学 校 するため、就学に必要な経費に対し補助
156,911

児童生徒就学奨励費 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

受給者数（名） 1,577 1,543 1,567

378 特 別 支 援 学 校 建 設 費 147,811 75,899 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 2,814 18,530千円

越 20
事 業 名 金 額 内 容

起 26,000

㊀ 47,065 千円 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備にかかる機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

前年度繰越分 前年度繰越分 奈良西養護学校外４校
関 連 整 備 事 業 8,655

77,067 18,758 県立学校の避難所となる屋内運動場等にかかるトイレ洋式化等改修工事
（ 特 別 支 援 学 校 ）

当該年度分 当該年度分 奈良西養護学校外２校

70,744 57,141

特 別 支 援 学 校
建築基準法非適合ブロック塀の撤去等

ブ ロ ッ ク 塀 等 9,875
盲学校外３校

安 全 対 策 事 業

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 受給者数 3,557名

生活保護受給世帯 （年額） 32,300円
国 公 立 の 高 校 生 等

322,366 第１子の高校生がいる非課税世帯 （年額） 80,800円
奨学給付金支給事業

23歳未満の被扶養者の兄・姉がいて、

第２子以降の高校生等がいる非課税世帯 （年額） 129,700円

２ 学校教育の充実 447,525千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 国際的に通用する能力を持つ高校生を育成するため、畝傍高校でグロー

バル人材育成に向けた教育方法を研究

海外交流アドバイザーの配置 １名
奈 良 グ ロ ー バ ル

4,942 外部講師による授業 ８回
人 材 育 成 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考

える生徒の割合（％） 57 56 59

教員用校務端末の配備 県立学校 43校

生徒用端末の更新整備 奈良朱雀高校外７校
Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 環 境

442,583 統合型校務支援システムの導入 県立学校 43校
整 備 事 業

教員用校務系ネットワークについて、セキュリティ強化のためのシステ

ムを構築

376 高 等 学 校 建 設 費 2,248,111 1,919,363 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 21,885 1,085,184千円

越 49,143
事 業 名 金 額 内 容

起 573,900

㊀ 1,274,435 高 等 学 校 耐 震 化 等 千円 耐震・大規模改修工事 磯城野高校外３校
942,901

前年度繰越分 前年度繰越分 整 備 事 業 耐震改築設計のための調査 郡山高校外４校

153,745 83,350

当該年度分 当該年度分 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備に係る機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

2,094,366 1,836,013 郡山高校外６校
関 連 整 備 事 業 18,625

翌年度へ繰越 県立学校の避難所となる屋内運動場等に係るトイレの洋式化等改修工事
（ 高 等 学 校 ）

56,324 奈良朱雀高校外５校

高等学校ブロック塀 建築基準法非適合ブロック塀の撤去等
123,658

等 安 全 対 策 事 業 奈良朱雀高校外16校

教 育 費
－184－

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］547,396千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県立高校の施設の改修等を実施
県 立 学 校 そ の 他

248,775 屋上防水工事 畝傍高校
整 備 事 業

非常用放送設備更新工事 法隆寺国際高校 ほか

空調設置工事 添上高校、御所実業高校、大和広陵高校

県 立 高 校 空 調 空調設置工事の設計 法隆寺国際高校外７校
298,621

設 備 設 置 事 業 県設置の既設空調設備に係る運転費用（電気料金） 二階堂高校外８校

育友会等設置空調に係るリース料、電気代等負担 高田高校外13校

378 特 別 支 援 学 校 管 理 費 515,098 503,932 就業支援と働き方改革の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

学 校 支 援 課 国 80,890
事 業 名 金 額 内 容

学 校 教 育 課 財 37

諸 545 千円 特別支援学校高等部の職業教育に必要な教材、備品等の整備

㊀ 422,460 特 別 支 援 学 校 職 業 農業用パイプハウスの整備 高等養護学校 ほか
3,119

教育等設備整備事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

教材、備品等の整備学校数（校） 10 10 10

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］193,141千円

事 業 名 金 額 内 容

特別支援学校過密解消 千円 特別支援学校の通学環境の適正化を図るための整備等
36,230

施 設 等 整 備 事 業 スクールバスの更新 西和養護学校

特別支援学校への就学の特殊事情に鑑み、保護者等の経済的負担を軽減

特 別 支 援 学 校 するため、就学に必要な経費に対し補助
156,911

児童生徒就学奨励費 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

受給者数（名） 1,577 1,543 1,567

378 特 別 支 援 学 校 建 設 費 147,811 75,899 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 2,814 18,530千円

越 20
事 業 名 金 額 内 容

起 26,000

㊀ 47,065 千円 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備にかかる機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

前年度繰越分 前年度繰越分 奈良西養護学校外４校
関 連 整 備 事 業 8,655

77,067 18,758 県立学校の避難所となる屋内運動場等にかかるトイレ洋式化等改修工事
（ 特 別 支 援 学 校 ）

当該年度分 当該年度分 奈良西養護学校外２校

70,744 57,141

特 別 支 援 学 校
建築基準法非適合ブロック塀の撤去等

ブ ロ ッ ク 塀 等 9,875
盲学校外３校

安 全 対 策 事 業

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 受給者数 3,557名

生活保護受給世帯 （年額） 32,300円
国 公 立 の 高 校 生 等

322,366 第１子の高校生がいる非課税世帯 （年額） 80,800円
奨学給付金支給事業

23歳未満の被扶養者の兄・姉がいて、

第２子以降の高校生等がいる非課税世帯 （年額） 129,700円

２ 学校教育の充実 447,525千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 国際的に通用する能力を持つ高校生を育成するため、畝傍高校でグロー

バル人材育成に向けた教育方法を研究

海外交流アドバイザーの配置 １名
奈 良 グ ロ ー バ ル

4,942 外部講師による授業 ８回
人 材 育 成 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考

える生徒の割合（％） 57 56 59

教員用校務端末の配備 県立学校 43校

生徒用端末の更新整備 奈良朱雀高校外７校
Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 環 境

442,583 統合型校務支援システムの導入 県立学校 43校
整 備 事 業

教員用校務系ネットワークについて、セキュリティ強化のためのシステ

ムを構築

376 高 等 学 校 建 設 費 2,248,111 1,919,363 地域防災力・消防救急体制の充実と犯罪・交通事故抑止対策の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(学 校 支 援 課) 国 21,885 1,085,184千円

越 49,143
事 業 名 金 額 内 容

起 573,900

㊀ 1,274,435 高 等 学 校 耐 震 化 等 千円 耐震・大規模改修工事 磯城野高校外３校
942,901

前年度繰越分 前年度繰越分 整 備 事 業 耐震改築設計のための調査 郡山高校外４校

153,745 83,350

当該年度分 当該年度分 県立学校におけるＷｉ－Ｆｉ環境整備に係る機器調達及び設置工事
県立学校避難所施設

2,094,366 1,836,013 郡山高校外６校
関 連 整 備 事 業 18,625

翌年度へ繰越 県立学校の避難所となる屋内運動場等に係るトイレの洋式化等改修工事
（ 高 等 学 校 ）

56,324 奈良朱雀高校外５校

高等学校ブロック塀 建築基準法非適合ブロック塀の撤去等
123,658

等 安 全 対 策 事 業 奈良朱雀高校外16校

－185－



スポーツへの興味を喚起し、運動習慣の定着と体力の向上を図るスポー

ツ教室を実施

「レッツエンジョイ！スポーツライフ（小学生スポーツ教室）」の開催

３種目 全６回
体 力 向 上

880 参加者数 延べ104名
ステップアップ事業

体力に課題のある小学校を選定し体力向上推進コーディネーターを派遣

派遣校数 18校 派遣回数 338回

小学校教員を対象とした講習会（ステップアップミーティング）を実施

年間６回 各学期毎に開催 参加者数 445名

県立高校、中学校における部活動指導のため、専門知識を有する外部指

導者、スポーツ医科学指導者を専門的指導者不在校へ派遣

外部指導者
地 域 ス ポ ー ツ 人 材

3,726 中 学 校 派遣校数 27校 派遣者数 28名
活 用 支 援 事 業

高等学校 派遣校数 14校 派遣者数 18名

スポーツ医科学指導者

派遣校数 14校 延べ46回派遣

公立中学校において、部活動指導員を配置する市町村に対し補助

部 活 動 指 導 員 補助率 2／3
1,377

配 置 促 進 事 業 補助先 奈良市、御所市、宇陀市、平群町

部活動指導員配置数 30名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

地 場 産 品 学 校 給 食 千円 河合町をモデル地域として、地場産物及び県内加工品を活用したメニュ
1,884

活 用 促 進 事 業 ーを開発するとともに、アレンジレシピ集を作成

382 文 化 財 保 存 総 務 費 137,744 136,815 【文化財指定件数に関する参考指標】
(平成31年３月31日現在)

文 化 財 保 存 課 国 1,000

文化財保存事務所 使 5 建 造 物 美術工芸品 史跡・名勝・天然記念物
無 形 民 俗

手 771
区 分

㊀ 135,039 重 要 重 要
一 般 文化財 文化財

文化財 うち国宝 文化財 うち国宝 うち特別

国 件 数 （ 件 ） 264 64 1,063 139 146 12 2 11

指

定 対全国比（％） 10.6 28.3 9.9 15.6 4.6 7.4 － －

県指定件数（件） 118 253 118 3 65

「文化財保存課調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 そ の 他 千円 特別支援学校の施設の改修等を実施
38,611

整 備 事 業 プール改修工事設計 盲学校 ほか

380 保 健 体 育 振 興 費 163,356 113,505 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(保 健 体 育 課) 国 5,757
事 業 名 金 額 内 容

諸 296

㊀ 107,452 千円 がんの予防及び早期発見の重要性等について理解を深めるよう、学校関

係者及び保健医療関係者と連携を図り、がんに関する学習活動を推進

高校モデル校で外部講師を活用したがん教育を実施
が ん の 教 育

370 モデル校数 ５校
総 合 支 援 事 業

中学生向けリーフレットの作成 29,000部

小学生向けリーフレットの作成 14,000部

教員向け研修会を実施 １回 参加者数 99名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 10,025千円

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 千円

3,521 真空冷却器の新設 二階堂養護学校
給 食 環 境 整 備 事 業

学校における食物アレルギーの対応や健康診断（運動器検診）の充実を

図るため、学校保健関係者等に対する研修会を実施

学校保健総合支援事業 193 参加者数 171名

養護教諭の資質向上のための指標の作成及び研修会の開催

参加者数 49名

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 支 援 事 業 328

学校給食費等 補助率10／10
（ 学 校 給 食 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

教 育 費
－186－

スポーツへの興味を喚起し、運動習慣の定着と体力の向上を図るスポー

ツ教室を実施

「レッツエンジョイ！スポーツライフ（小学生スポーツ教室）」の開催

３種目 全６回
体 力 向 上

880 参加者数 延べ104名
ステップアップ事業

体力に課題のある小学校を選定し体力向上推進コーディネーターを派遣

派遣校数 18校 派遣回数 338回

小学校教員を対象とした講習会（ステップアップミーティング）を実施

年間６回 各学期毎に開催 参加者数 445名

県立高校、中学校における部活動指導のため、専門知識を有する外部指

導者、スポーツ医科学指導者を専門的指導者不在校へ派遣

外部指導者
地 域 ス ポ ー ツ 人 材

3,726 中 学 校 派遣校数 27校 派遣者数 28名
活 用 支 援 事 業

高等学校 派遣校数 14校 派遣者数 18名

スポーツ医科学指導者

派遣校数 14校 延べ46回派遣

公立中学校において、部活動指導員を配置する市町村に対し補助

部 活 動 指 導 員 補助率 2／3
1,377

配 置 促 進 事 業 補助先 奈良市、御所市、宇陀市、平群町

部活動指導員配置数 30名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

地 場 産 品 学 校 給 食 千円 河合町をモデル地域として、地場産物及び県内加工品を活用したメニュ
1,884

活 用 促 進 事 業 ーを開発するとともに、アレンジレシピ集を作成

382 文 化 財 保 存 総 務 費 137,744 136,815 【文化財指定件数に関する参考指標】
(平成31年３月31日現在)

文 化 財 保 存 課 国 1,000

文化財保存事務所 使 5 建 造 物 美術工芸品 史跡・名勝・天然記念物
無 形 民 俗

手 771
区 分

㊀ 135,039 重 要 重 要
一 般 文化財 文化財

文化財 うち国宝 文化財 うち国宝 うち特別

国 件 数 （ 件 ） 264 64 1,063 139 146 12 2 11

指

定 対全国比（％） 10.6 28.3 9.9 15.6 4.6 7.4 － －

県指定件数（件） 118 253 118 3 65

「文化財保存課調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 そ の 他 千円 特別支援学校の施設の改修等を実施
38,611

整 備 事 業 プール改修工事設計 盲学校 ほか

380 保 健 体 育 振 興 費 163,356 113,505 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(保 健 体 育 課) 国 5,757
事 業 名 金 額 内 容

諸 296

㊀ 107,452 千円 がんの予防及び早期発見の重要性等について理解を深めるよう、学校関

係者及び保健医療関係者と連携を図り、がんに関する学習活動を推進

高校モデル校で外部講師を活用したがん教育を実施
が ん の 教 育

370 モデル校数 ５校
総 合 支 援 事 業

中学生向けリーフレットの作成 29,000部

小学生向けリーフレットの作成 14,000部

教員向け研修会を実施 １回 参加者数 99名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 10,025千円

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 千円

3,521 真空冷却器の新設 二階堂養護学校
給 食 環 境 整 備 事 業

学校における食物アレルギーの対応や健康診断（運動器検診）の充実を

図るため、学校保健関係者等に対する研修会を実施

学校保健総合支援事業 193 参加者数 171名

養護教諭の資質向上のための指標の作成及び研修会の開催

参加者数 49名

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 支 援 事 業 328

学校給食費等 補助率10／10
（ 学 校 給 食 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

－187－



スポーツへの興味を喚起し、運動習慣の定着と体力の向上を図るスポー

ツ教室を実施

「レッツエンジョイ！スポーツライフ（小学生スポーツ教室）」の開催

３種目 全６回
体 力 向 上

880 参加者数 延べ104名
ステップアップ事業

体力に課題のある小学校を選定し体力向上推進コーディネーターを派遣

派遣校数 18校 派遣回数 338回

小学校教員を対象とした講習会（ステップアップミーティング）を実施

年間６回 各学期毎に開催 参加者数 445名

県立高校、中学校における部活動指導のため、専門知識を有する外部指

導者、スポーツ医科学指導者を専門的指導者不在校へ派遣

外部指導者
地 域 ス ポ ー ツ 人 材

3,726 中 学 校 派遣校数 27校 派遣者数 28名
活 用 支 援 事 業

高等学校 派遣校数 14校 派遣者数 18名

スポーツ医科学指導者

派遣校数 14校 延べ46回派遣

公立中学校において、部活動指導員を配置する市町村に対し補助

部 活 動 指 導 員 補助率 2／3
1,377

配 置 促 進 事 業 補助先 奈良市、御所市、宇陀市、平群町

部活動指導員配置数 30名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

地 場 産 品 学 校 給 食 千円 河合町をモデル地域として、地場産物及び県内加工品を活用したメニュ
1,884

活 用 促 進 事 業 ーを開発するとともに、アレンジレシピ集を作成

382 文 化 財 保 存 総 務 費 137,744 136,815 【文化財指定件数に関する参考指標】
(平成31年３月31日現在)

文 化 財 保 存 課 国 1,000

文化財保存事務所 使 5 建 造 物 美術工芸品 史跡・名勝・天然記念物
無 形 民 俗

手 771
区 分

㊀ 135,039 重 要 重 要
一 般 文化財 文化財

文化財 うち国宝 文化財 うち国宝 うち特別

国 件 数 （ 件 ） 264 64 1,063 139 146 12 2 11

指

定 対全国比（％） 10.6 28.3 9.9 15.6 4.6 7.4 － －

県指定件数（件） 118 253 118 3 65

「文化財保存課調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 そ の 他 千円 特別支援学校の施設の改修等を実施
38,611

整 備 事 業 プール改修工事設計 盲学校 ほか

380 保 健 体 育 振 興 費 163,356 113,505 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(保 健 体 育 課) 国 5,757
事 業 名 金 額 内 容

諸 296

㊀ 107,452 千円 がんの予防及び早期発見の重要性等について理解を深めるよう、学校関

係者及び保健医療関係者と連携を図り、がんに関する学習活動を推進

高校モデル校で外部講師を活用したがん教育を実施
が ん の 教 育

370 モデル校数 ５校
総 合 支 援 事 業

中学生向けリーフレットの作成 29,000部

小学生向けリーフレットの作成 14,000部

教員向け研修会を実施 １回 参加者数 99名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 10,025千円

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 千円

3,521 真空冷却器の新設 二階堂養護学校
給 食 環 境 整 備 事 業

学校における食物アレルギーの対応や健康診断（運動器検診）の充実を

図るため、学校保健関係者等に対する研修会を実施

学校保健総合支援事業 193 参加者数 171名

養護教諭の資質向上のための指標の作成及び研修会の開催

参加者数 49名

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 支 援 事 業 328

学校給食費等 補助率10／10
（ 学 校 給 食 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

教 育 費
－186－

スポーツへの興味を喚起し、運動習慣の定着と体力の向上を図るスポー

ツ教室を実施

「レッツエンジョイ！スポーツライフ（小学生スポーツ教室）」の開催

３種目 全６回
体 力 向 上

880 参加者数 延べ104名
ステップアップ事業

体力に課題のある小学校を選定し体力向上推進コーディネーターを派遣

派遣校数 18校 派遣回数 338回

小学校教員を対象とした講習会（ステップアップミーティング）を実施

年間６回 各学期毎に開催 参加者数 445名

県立高校、中学校における部活動指導のため、専門知識を有する外部指

導者、スポーツ医科学指導者を専門的指導者不在校へ派遣

外部指導者
地 域 ス ポ ー ツ 人 材

3,726 中 学 校 派遣校数 27校 派遣者数 28名
活 用 支 援 事 業

高等学校 派遣校数 14校 派遣者数 18名

スポーツ医科学指導者

派遣校数 14校 延べ46回派遣

公立中学校において、部活動指導員を配置する市町村に対し補助

部 活 動 指 導 員 補助率 2／3
1,377

配 置 促 進 事 業 補助先 奈良市、御所市、宇陀市、平群町

部活動指導員配置数 30名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

地 場 産 品 学 校 給 食 千円 河合町をモデル地域として、地場産物及び県内加工品を活用したメニュ
1,884

活 用 促 進 事 業 ーを開発するとともに、アレンジレシピ集を作成

382 文 化 財 保 存 総 務 費 137,744 136,815 【文化財指定件数に関する参考指標】
(平成31年３月31日現在)

文 化 財 保 存 課 国 1,000

文化財保存事務所 使 5 建 造 物 美術工芸品 史跡・名勝・天然記念物
無 形 民 俗

手 771
区 分

㊀ 135,039 重 要 重 要
一 般 文化財 文化財

文化財 うち国宝 文化財 うち国宝 うち特別

国 件 数 （ 件 ） 264 64 1,063 139 146 12 2 11

指

定 対全国比（％） 10.6 28.3 9.9 15.6 4.6 7.4 － －

県指定件数（件） 118 253 118 3 65

「文化財保存課調べ」

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 そ の 他 千円 特別支援学校の施設の改修等を実施
38,611

整 備 事 業 プール改修工事設計 盲学校 ほか

380 保 健 体 育 振 興 費 163,356 113,505 健康寿命日本一を目指した健康づくりの推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(保 健 体 育 課) 国 5,757
事 業 名 金 額 内 容

諸 296

㊀ 107,452 千円 がんの予防及び早期発見の重要性等について理解を深めるよう、学校関

係者及び保健医療関係者と連携を図り、がんに関する学習活動を推進

高校モデル校で外部講師を活用したがん教育を実施
が ん の 教 育

370 モデル校数 ５校
総 合 支 援 事 業

中学生向けリーフレットの作成 29,000部

小学生向けリーフレットの作成 14,000部

教員向け研修会を実施 １回 参加者数 99名

すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 10,025千円

事 業 名 金 額 内 容

県 立 学 校 千円

3,521 真空冷却器の新設 二階堂養護学校
給 食 環 境 整 備 事 業

学校における食物アレルギーの対応や健康診断（運動器検診）の充実を

図るため、学校保健関係者等に対する研修会を実施

学校保健総合支援事業 193 参加者数 171名

養護教諭の資質向上のための指標の作成及び研修会の開催

参加者数 49名

東日本大震災、その他大規模災害等により被災し、就学困難と認められ
被 災 児 童 生 徒

る児童又は生徒の保護者等に必要な就学援助を実施する市町村に対し補助
就 学 支 援 事 業 328

学校給食費等 補助率10／10
（ 学 校 給 食 費 等 ）

橿原市、桜井市、宇陀市

－187－



386 県 立 大 学 費 735,225 371,127 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(教 育 振 興 課) [㊀ 371,127] 県立大学の充実 370,459千円

翌年度へ繰越
事 業 名 金 額 内 容

313,000

公 立 大 学 法 人 千円

業務運営に必要な経費の財源に充てるため、公立大学法人奈良県立大学
奈 良 県 立 大 学 264,586

に対し運営費交付金を交付
運 営 費 交 付 金

公 立 大 学 法 人

奈 良 県 立 大 学 49,745 中期目標の達成に向けた取組に対し補助

中期目標関連費補助金

対話型少人数教育制度に対応する施設の整備
県 立 大 学 整 備 事 業 56,128

コモンズ棟建築工事等

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

382 文 化 財 保 存 活 用 費 1,657,740 829,016 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 財 保 存 課) 国 176,665
事 業 名 金 額 内 容

手 333

繰 228 史跡・名勝飛鳥京跡 千円

47,760 飛鳥京跡苑池の復元整備へ向けた発掘調査及び休憩舎の維持管理
越 63,292 苑 池 整 備 活 用 事 業

諸 307,515

起 19,100 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 340,723千円

㊀ 261,883
事 業 名 金 額 内 容

前年度繰越分 前年度繰越分

153,649 93,079 千円 国指定建造物の保存修理等 薬師寺外38件

当該年度分 当該年度分 国指定美術工芸品の修理等 東大寺外12件

1,504,091 735,937 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 保存修理実施件数（件） 61 63 51

87,392 自動火災報知設備、避雷設備及び消火栓設備等防災関係機器の整備及び

保守点検
文 化 財 保 存 事 業 費

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 金 195,920

防災対策実施件数（件） 112 159 155
[ 一 部 ふ る さ と ]

史跡地の公有化 奈良山瓦窯跡（奈良市）外７件

史跡地の環境整備 興福寺旧境内（奈良市）外14件

史 跡 等 の 管 理 旧大乗院庭園、円成寺庭園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象史跡地等の買収面積（㎡） 17,389 11,808 13,043

発掘調査 奈良市外18市町村

なら歴史芸術文化村で活用する文化財情報の収集及び教育素材の作成

未指定文化財である仏像の調査

文化財活用推進事業 36,251 仏像の３Ｄデータ計測

重要遺構のＣＧ動画作成

選定保存技術の映像・写真撮影

史 跡 公 有 化 事 業 106,439 史跡飛鳥宮跡の公有化 公有化面積 3,519㎡

県内の中世城郭について文献調査を行いデータベース化するとともに、

中 世 城 郭 調 査 事 業 2,113 調査員による現地踏査を実施 延べ32日間

事業進捗確認や報告書執筆要項検討のため調査研究委員会を開催 ２回

教 育 費
－188－

386 県 立 大 学 費 735,225 371,127 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(教 育 振 興 課) [㊀ 371,127] 県立大学の充実 370,459千円

翌年度へ繰越
事 業 名 金 額 内 容

313,000

公 立 大 学 法 人 千円

業務運営に必要な経費の財源に充てるため、公立大学法人奈良県立大学
奈 良 県 立 大 学 264,586

に対し運営費交付金を交付
運 営 費 交 付 金

公 立 大 学 法 人

奈 良 県 立 大 学 49,745 中期目標の達成に向けた取組に対し補助

中期目標関連費補助金

対話型少人数教育制度に対応する施設の整備
県 立 大 学 整 備 事 業 56,128

コモンズ棟建築工事等

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

382 文 化 財 保 存 活 用 費 1,657,740 829,016 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 財 保 存 課) 国 176,665
事 業 名 金 額 内 容

手 333

繰 228 史跡・名勝飛鳥京跡 千円

47,760 飛鳥京跡苑池の復元整備へ向けた発掘調査及び休憩舎の維持管理
越 63,292 苑 池 整 備 活 用 事 業

諸 307,515

起 19,100 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 340,723千円

㊀ 261,883
事 業 名 金 額 内 容

前年度繰越分 前年度繰越分

153,649 93,079 千円 国指定建造物の保存修理等 薬師寺外38件

当該年度分 当該年度分 国指定美術工芸品の修理等 東大寺外12件

1,504,091 735,937 （一部ふるさと奈良県応援基金活用事業）

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

87,392 保存修理実施件数（件） 61 63 51

自動火災報知設備、避雷設備及び消火栓設備等防災関係機器の整備及び

保守点検
文 化 財 保 存 事 業 費

195,920 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 金

防災対策実施件数（件） 112 159 155

史跡地の公有化 奈良山瓦窯跡（奈良市）外７件

史跡地の環境整備 興福寺旧境内（奈良市）外14件

史 跡 等 の 管 理 旧大乗院庭園、円成寺庭園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象史跡地等の買収面積（㎡） 17,389 11,808 13,043

発掘調査 奈良市外18市町村

なら歴史芸術文化村で活用する文化財情報の収集及び教育素材の作成

未指定文化財である仏像の調査

文化財活用推進事業 36,251 仏像の３Ｄデータ計測

重要遺構のＣＧ動画作成

選定保存技術の映像・写真撮影

史 跡 公 有 化 事 業 106,439 史跡飛鳥宮跡の公有化 公有化面積 3,519㎡

県内の中世城郭について文献調査を行いデータベース化するとともに、

中 世 城 郭 調 査 事 業 2,113 調査員による現地踏査を実施 延べ32日間

事業進捗確認や報告書執筆要項検討のため調査研究委員会を開催 ２回

－189－



386 県 立 大 学 費 735,225 371,127 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(教 育 振 興 課) [㊀ 371,127] 県立大学の充実 370,459千円

翌年度へ繰越
事 業 名 金 額 内 容

313,000

公 立 大 学 法 人 千円

業務運営に必要な経費の財源に充てるため、公立大学法人奈良県立大学
奈 良 県 立 大 学 264,586

に対し運営費交付金を交付
運 営 費 交 付 金

公 立 大 学 法 人

奈 良 県 立 大 学 49,745 中期目標の達成に向けた取組に対し補助

中期目標関連費補助金

対話型少人数教育制度に対応する施設の整備
県 立 大 学 整 備 事 業 56,128

コモンズ棟建築工事等

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

382 文 化 財 保 存 活 用 費 1,657,740 829,016 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 財 保 存 課) 国 176,665
事 業 名 金 額 内 容

手 333

繰 228 史跡・名勝飛鳥京跡 千円

47,760 飛鳥京跡苑池の復元整備へ向けた発掘調査及び休憩舎の維持管理
越 63,292 苑 池 整 備 活 用 事 業

諸 307,515

起 19,100 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 340,723千円

㊀ 261,883
事 業 名 金 額 内 容

前年度繰越分 前年度繰越分

153,649 93,079 千円 国指定建造物の保存修理等 薬師寺外38件

当該年度分 当該年度分 国指定美術工芸品の修理等 東大寺外12件

1,504,091 735,937 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 保存修理実施件数（件） 61 63 51

87,392 自動火災報知設備、避雷設備及び消火栓設備等防災関係機器の整備及び

保守点検
文 化 財 保 存 事 業 費

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 金 195,920

防災対策実施件数（件） 112 159 155
[ 一 部 ふ る さ と ]

史跡地の公有化 奈良山瓦窯跡（奈良市）外７件

史跡地の環境整備 興福寺旧境内（奈良市）外14件

史 跡 等 の 管 理 旧大乗院庭園、円成寺庭園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象史跡地等の買収面積（㎡） 17,389 11,808 13,043

発掘調査 奈良市外18市町村

なら歴史芸術文化村で活用する文化財情報の収集及び教育素材の作成

未指定文化財である仏像の調査

文化財活用推進事業 36,251 仏像の３Ｄデータ計測

重要遺構のＣＧ動画作成

選定保存技術の映像・写真撮影

史 跡 公 有 化 事 業 106,439 史跡飛鳥宮跡の公有化 公有化面積 3,519㎡

県内の中世城郭について文献調査を行いデータベース化するとともに、

中 世 城 郭 調 査 事 業 2,113 調査員による現地踏査を実施 延べ32日間

事業進捗確認や報告書執筆要項検討のため調査研究委員会を開催 ２回

教 育 費
－188－

386 県 立 大 学 費 735,225 371,127 すべての人が生涯良く学び続けられる地域社会づくり［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(教 育 振 興 課) [㊀ 371,127] 県立大学の充実 370,459千円

翌年度へ繰越
事 業 名 金 額 内 容

313,000

公 立 大 学 法 人 千円

業務運営に必要な経費の財源に充てるため、公立大学法人奈良県立大学
奈 良 県 立 大 学 264,586

に対し運営費交付金を交付
運 営 費 交 付 金

公 立 大 学 法 人

奈 良 県 立 大 学 49,745 中期目標の達成に向けた取組に対し補助

中期目標関連費補助金

対話型少人数教育制度に対応する施設の整備
県 立 大 学 整 備 事 業 56,128

コモンズ棟建築工事等

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

382 文 化 財 保 存 活 用 費 1,657,740 829,016 県内宿泊客増加に向けた観光の振興［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 財 保 存 課) 国 176,665
事 業 名 金 額 内 容

手 333

繰 228 史跡・名勝飛鳥京跡 千円

47,760 飛鳥京跡苑池の復元整備へ向けた発掘調査及び休憩舎の維持管理
越 63,292 苑 池 整 備 活 用 事 業

諸 307,515

起 19,100 質の高いイベントの実施と県の文化力の向上［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 340,723千円

㊀ 261,883
事 業 名 金 額 内 容

前年度繰越分 前年度繰越分

153,649 93,079 千円 国指定建造物の保存修理等 薬師寺外38件

当該年度分 当該年度分 国指定美術工芸品の修理等 東大寺外12件

1,504,091 735,937 （一部ふるさと奈良県応援基金活用事業）

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

87,392 保存修理実施件数（件） 61 63 51

自動火災報知設備、避雷設備及び消火栓設備等防災関係機器の整備及び

保守点検
文 化 財 保 存 事 業 費

195,920 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
補 助 金

防災対策実施件数（件） 112 159 155

史跡地の公有化 奈良山瓦窯跡（奈良市）外７件

史跡地の環境整備 興福寺旧境内（奈良市）外14件

史 跡 等 の 管 理 旧大乗院庭園、円成寺庭園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象史跡地等の買収面積（㎡） 17,389 11,808 13,043

発掘調査 奈良市外18市町村

なら歴史芸術文化村で活用する文化財情報の収集及び教育素材の作成

未指定文化財である仏像の調査

文化財活用推進事業 36,251 仏像の３Ｄデータ計測

重要遺構のＣＧ動画作成

選定保存技術の映像・写真撮影

史 跡 公 有 化 事 業 106,439 史跡飛鳥宮跡の公有化 公有化面積 3,519㎡

県内の中世城郭について文献調査を行いデータベース化するとともに、

中 世 城 郭 調 査 事 業 2,113 調査員による現地踏査を実施 延べ32日間

事業進捗確認や報告書執筆要項検討のため調査研究委員会を開催 ２回
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